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 　　　　　　※ 【連携】：部局連携して行う取組

□主な施策□主な施策□主な施策□主な施策 H27年度要求額

 (H26年度予算額）

○ 「未来を拓く学力」の向上事業 8,053 千円 【拡充】

（ 4,397 千円 ）

○ 　「信州学」推進事業 4,059 千円 【新規】

（ 0 千円 ）

○ 　グローバル人材育成事業 248,886 千円 【拡充】

（ 230,502 千円 ）

　小中学生の学力向上を図るため、学力実態を把握し、確実に定着させ

る仕組を構築するとともに、新たな家庭学習モデルを創出し家庭学習・

補充学習の実践研究を実施

　　児童生徒が自らが生まれ育った地域を理解し、ふるさとに誇りと愛情を

持ち大切にする心情を育むため、小中学生の優れた学習成果の発表会

や、高等学校においてモデル校を設置し地域の特色ある文化等を学ぶ

ためのカリキュラムの研究開発を実施

　グローバル時代に対応した、信州に根ざし世界に通じる人材を育成す

るため、スーパーグローバルハイスクール指定校の運営、高校生の発信

力育成講座や留学支援、英語教育に係る教員研修を実施

・（新）「学力向上フォーラムながの」（仮称）の開催

・（新）地域人材を活用した教員の補充的な学習サポートの実施

・（拡）新たな家庭学習モデルの構築

・（拡）学年の系統的指導を強化したＰＤＣＡサイクルづくりの再構築

・（新）小学校英語モデル研究開発

・（新）英語教育に係る教員研修（スキル向上、リーダー養成海外研修）

・（拡）高校生の長期、短期海外留学への支援充実

　長野県総合５か年計画～しあわせ信州創造プラン～の基本目標「確かな暮らしが営まれる美しい信州」

の創造を目指し、第２次教育振興基本計画の基本理念「一人ひとりの学びが生きる教育立県「信州」の

創造」に沿った施策を関係部局と連携しながら推進します。

　「子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実」を図るため、将来の信州を担う児童生徒が

未来を拓く力を身につけられるよう、すべての子どもの学びを保障するとともに、児童生徒の発達段階に

応じた学力向上施策を推進し、確かな学力の定着を図ります。

　また、学校において、子どもたちがいつでも相談できる体制を整備し、いじめ・不登校等の様々な悩み

を抱える児童生徒への支援を強化するとともに、地域とともに歩む信頼される学校づくりを進めます。

　「生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり」を推進するため、文化財の活用や、スポーツ

活動による魅力的な地域づくりを行い、元気な信州の創造を目指します。

◎◎◎◎ 基本方針基本方針基本方針基本方針

◎◎◎◎ 重点事項重点事項重点事項重点事項

別紙 １



○ 特別支援教育充実事業 400,031 千円 【拡充】

（ 202,056 千円 ）

○ 特別支援学校「就労コーディネーター」配置事業 11,888 千円 【新規】

（ 0 千円 ）【連携】

・特別支援学校への就労コーディネーターの配置 ５人

※事業連携：健康福祉部、産業労働部

○ キャリア教育支援事業 12,913 千円 【拡充】

（ 7,424 千円 ）【連携】

※事業連携：産業労働部

○ 高校生等奨学給付金給付事業 523,602 千円 【拡充】

（ 253,898 千円 ）

○ スクールカウンセラー事業 167,276 千円 【拡充】

（ 126,575 千円 ）【連携】

・（拡）公立小・中学校及び県立高等学校の相談時間の拡充

※事業連携：県民文化部、健康福祉部

・市町村民税の所得割額非課税世帯（第１子）単価

   H26： 37,400円　→　H27： 126,000円

・給付者数

   H26： 2,201人　→　H27： 4,270人

　学校、地域社会、産業界が学校を支援する仕組み（プラットフォーム）を

構築し、児童生徒の職場体験、就業体験を実施

　高等学校への就学を支援し、教育の機会均等を図るため、特に経済的

負担を軽減する必要があると認められる者に対して奨学給付金を支給

・（拡）自立活動担当教員の増員（20人増）

　　特別支援学校における障がい特性に応じた専門的な教育の充実や

　　センター的機能の充実のため自立活動担当教員を26年度に続き増員

　　　　　     　（H26から４年間で80人増員　H26：20人増、H27：20人増）

・（拡）ＬＤ等通級指導教室の増設（10教室増）

　　特別な支援を必要とする児童への教育の場の保障のため、通級指導

　　教室を増設　　　　　　　　（H25：13教室、H26：18教室、H27：28教室）

・産学官の諸機関・団体が参加する「キャリア教育支援センター」に

  よる施策を実施

・キャリア教育カリキュラムを改革する高校を重点的に支援

　特別支援学校や小・中学校における特別支援教育の専門性や教師の

支援力の向上を図り、障がいのある児童生徒の自立と社会参加に向けた

力を育成

　子どもの悩みに寄り添い、子どもが安心して学習に取り組めるよう

スクールカウンセラーの配置を拡充し、学校の相談体制を充実

　特別支援学校の高等部生徒の就労活動を支援し、一般就労率向上を

図り、障がい者の社会参加と雇用を促進



○ 性被害防止に向けた性に関する指導充実事業 8,482 千円 【新規】

（ 0 千円 ）【連携】

※事業連携：県民文化部、警察本部

○ 児童生徒悩み相談事業 12,330 千円 【拡充】

（ 3,074 千円 ）【連携】

・（拡）臨床心理士の配置及び24時間対応により電話相談を拡充

※事業連携：県民文化部

○ 少子・人口減少社会に対応した活力ある学校づくり事業 20,000 千円 【新規】

（ 0 千円 ）【連携】

※事業連携：企画振興部

○ 信州伝統行事（芸能）継承モデル構築事業 4,006 千円 【新規】

（ 0 千円 ）【連携】

※事業連携：企画振興部、県民文化部、産業労働部、観光部

○ 文化財を活かした地域創生推進事業 7,570 千円 【新規】

（ 0 千円 ）【連携】

※事業連携：県民文化部、観光部

○ スポーツによる元気な信州創出事業 6,582 千円 【新規】

（ 0 千円 ）【連携】

※事業連携：観光部

・子どもの性被害防止教育キャラバン隊の設置・派遣

・性に関する指導者研修会の開催

・伝統行事（芸能）継承モデル構築事業　１地域

・全国的なスポーツ大会への支援

・銀座ＮＡＧＡＮＯを活用したスポーツ情報の発信

・トップアスリートの活用による地域スポーツの好循環の創出

　子どもの性被害を防止するため、学校外の人材活用や教員の指導力

向上により、学校における効果的な性に関する指導を推進

　地域固有の文化・伝統・歴史の結晶である伝統行事（芸能）を次世代に

継承するため、モデル地区が行う、担い手人材確保等の取組を支援

　文化財の保存整備を進めると同時に、ホームページや案内板等による

情報発信や、文化財を活用した地域の活性化策を講じる事業者を支援

　本県で開催する全国的なスポーツ大会やプロスポーツの振興等、

スポーツを核とする地域づくりの取組を支援し、元気な信州を創出

　学校におけるいじめ問題への対応や学校生活に関する様々な問題の

改善を図るため、児童生徒や保護者からの相談に24時間体制で対応

　本格的な少子・人口減少社会の中、子どもたちにとって望ましい教育

環境を提供するため、教員加配に加え地域創生のための活力ある環境

創出補助金により、市町村が取り組む活力ある学校づくりを支援


